「８９．本当のこと、あなたならどう伝えますか？」
１．指導対象

　　小学校（高学年）・中学校・高等学校、保護者
２．教科・科目

　　総合的な学習の時間、学級活動、技術・家庭科、情報その他
３．指導意図

政府の「GIGAスクール構想」により小中学校では児童生徒一人あたり1台のパソコンが配備され、ネットに接続されたコンピュータを学習のツールとして利用できるようになった。またICTの活用が各教科で推奨されている新しい学習指導要領に移行し、授業でコンピュータを活用する機会が増えている。さらに新型コロナウイルス感染拡大の中で遠隔学習が推奨され、端末を持ち帰って家庭で使うことも想定されている。すべての子どもたちが分け隔てなくコンピュータを使う環境が整ったといえるだろう。このように子どもたちをめぐる情報環境が大きな変化を遂げ、学校が変わり、学びも変わる中で、子どもたちが安心して安全にICTを使うために身につけるべき情報モラルも変化が求められるようになってきた。従来の情報モラルをアップデートして新しい情報モラルが求められるようになったのである。
新しい情報モラルとは何か。まず、従来の情報モラルが個人の倫理観や安全意識の向上を目指したのに対して、新しい情報モラルは集団や社会を意識した公共のモラルを醸成することが求められる。また、従来の情報モラルではネット上の危険を回避する生徒指導が中心で、このため情報活用の前向きな意欲まで削いでしまう「保護主義」に陥っていた。これに対して、新しい情報モラルでは一方でリスクを管理しながら、もう一方で情報活用に前向きで意欲的な姿勢を大切にするバランスが求められる。ネットの安全性に留意しながらも、ネットを積極的に活用し、問題解決に向かう姿勢を育てることを目指しているのである。そして、フェイク情報（間違った情報、嘘の情報）の拡散などネット特有の課題を、「他人事」ではなく「自分事」として向き合い、「情報社会のリスクを理解し、安心安全に利用しながら可能性を広げていく力（デジタル・シティズンシップ）」を育むことが子どもたちに与えられた情報環境に応じた情報モラルのアップデートである。
本コンテンツでは一人1台の情報環境に対応すべくアップデートされた情報モラルを身につけることをねらいとする。
４．指導目標

· 一人1台の情報環境に応じたICT活用や安全への配慮について理解する。
· 伝わるうちに虚偽の情報が本当らしく見えるネットの特性を理解する。
· 公共の情報モラルを実践するために自分ができることを考える。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	(1)導入

・自分のパソコンが来てどのように思いましたか。
	・学習に使いたい、誰かと交流したい、ゲームしたい、楽しそう、難しそう。

	（２）コンテンツの視聴

	・コンテンツを表示し視聴する。

	（３）学習活動①
・ハルオのICT活用や安全な使い方について気づいたことを発表しましょう。
	・ハルオの情報活用の仕方や、安全への配慮について考える。

	(4) 学習活動②
・なぜ間違った情報が伝わるうちに本当のように見えるのでしょうか。
・ハルオはどんな気持ちでチャットを見ているでしょうか。
	・なぜ伝わるうちにウソが本当のように見えるのか考える。
・ハルオの気持ちになって考えさせてもよい。

	(5) 学習活動③
・ナツキがどのような行動をとるか、学級で話し合いましょう。

・みんなが間違った情報を信じ込まないようにするために自分でできることを考えましょう。
	・ナツキがどのような行動をするのか予想しながら話し合う。
・もし自分だったらどのような行動をとるか考える。

	(6)まとめ

・学習活動をまとめましょう。
・自分の考えを発表し、交流しましょう。
	・ワークシートに自分の考えをまとめて交流する。


６．教師や保護者に求められること
・本コンテンツは結論のないオープンエンドなで、多様な意見や考え方を受け入れ、教師と児童生徒が共に考え、それぞれの考えの良いところを見つけて価値づけする。
・家庭で視聴する機会があれば保護者にも参加いただき、話し合う場を設けて意見を述べ合う。
７．指導資料
GIGAスクール構想の実現について　https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm
情報モラル教育の充実　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369617.htm

情報モラル教育について　https://www.soumu.go.jp/main_content/000662206.pdf


